
11

柏市母子保健事業の取り組みについて

１ 柏市母子保健事業の推移
２ 令和３年度重点的な取り組み
３ 令和４年度重点的な取り組み

資料８
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妊娠前 妊娠期
出産

新生児

乳児

3～６か月 9～11か月

幼児

１歳 ２歳 ３歳 ４歳～

手
続
・
助
成

健
康

相
談
・
支
援

思春期保健
（妊孕性・
性感染症等）

・特定不妊
治療費助成
・不育症検
査費用助成
事業

妊娠届
母子手帳交付

保健師等に
よる面接

妊婦健康診査

妊婦訪問

ママパパ
サロン

多胎妊婦
家庭支援

出生届

乳児全戸訪問事業
・新生児・産婦訪問
・こんにちは
赤ちゃん訪問

スクリーニング検
査新生児聴覚
（生後50日以内）

産後ケア事業
（生後4か月まで）

未熟児・低体重児等フォローアップ
養育医療
給付事業

3～6か月児
健康診査

（医療機関委託）

9～11か月児
健康診査

（医療機関委託）

1歳6か月児
健康診査

(1歳7か月になる月）

3歳児
健康診査

(3歳6か月になる月）

離乳食教室
（生後4～6か月）

1歳6か月児健康診査
事後指導

（ひよこルーム）

2歳の歯☆ピカランド
（むし歯予防教室)

フッ化物歯面塗布事業

8か月児
相談

柏市民健康づくり推進員活動，地域ぐるみの子育て支援事業（母と子のつどい）

妊娠子育て相談センター，駅前すこやかプチルーム，子育て専用ダイヤル「にこにこダイヤルかしわ」

柏市の母子保健体系

小児慢性特定疾病医療支援事業・小児自立支援事業，長期療養児等フォローアップ
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・令和３年度の妊娠届出数は減少している。
・妊娠届出数の初産，経産の割合は，経産が多い傾向である。

（１）妊娠届出数
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１ 母子保健事業の推移



（２）妊娠届出数の内ハイリスク妊婦の割合
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・妊娠届出数は減少傾向にあるが，ハイリスク妊婦数は横ばい傾向で
推移している（過去３年間の平均：約２０％）。

単位：％
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（３）ハイリスク妊婦の管理要因内訳（延件数，転入含む）

・ハイリスク妊婦の管理要因内訳では，「こころ等」が最も多い。

単位：％



（４）乳児家庭全戸訪問事業の実施状況

R1 R2 R３

対象者数 ３，２３５ ３，３０９ ３，１６１

面談者（率）
３，１１２
（９６．２）

３，１６４
（９５．６）

３，０１６
（９５．４）
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・乳児家庭全戸訪問事業の対象者は減少傾向にあるが，面談率は横ばい
傾向である。

単位：件，％



（５）産後ケア事業の利用状況について

R１ R２ R3

実利用母子組数 ９１組 １０４組 １４６組

延利用
日数

宿泊型 １３０日 １４２日 １８３日

デイサー
ビス型

個別 ２９６日 ３７３日 ５２５日

グループ１日 ２２日
ー

（※コロナウイル
ス感染症の感染拡
大に伴い中止）

ー
（※コロナウイル
ス感染症の感染拡
大に伴い中止）

グループ半日 ２５日 ３１日 １１日
※下半期中止

計 ４７３日 ５４６日 ７１９日

平均利用日数
宿泊型 ５.４２日 ５.６８日 ５.７２日

デイサービス型 ４.９７日 ５.５３日 ４.５７日

・利用実組数は年々増加傾向である。

＊産後ケア事業：産後に家族等から十分な育児等の支援が得られず，心身の不調や育児不安
等を抱える母親とその子を対象（産後４か月未満の母と乳児）に，産後も安心して子育て
が出来るよう宿泊または通所サービスを提供するもの（利用上限：７日以内）。
令和３年度よりこども福祉課(現：こども支援室）より地域保健課へ事業が移管。
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（６）幼児健康診査実施状況
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Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

対象者数 ３，６５７ ３，４９０ ３，５４９

受診者数 ３，２８５ ３，２３７ ３，２２８

受診率（％） ８９．８ ９２．８ ９１．０

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

対象者数 ３，８５６ ３，７０８ ３，７４１

受診者数 ３，３３６ ３，４６７ ３，２９５

受診率（％） ８６．５ ９３．５ ８８．１

①１歳６か月児健康診査

②３歳児健康診査

・令和３年度は，１歳６か月児健康診査，３歳児健康診査ともに受診率が
若干減少した。

単位：件，％

単位：件，％



（７）他機関からの情報提供（連携状況）
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＊要支援受付票：他機関や他市等のからの情報提供を記録するもの。介入・支援および連携
促進の機会として活用。

①要支援受付票の収受数（支援対象者）

単位：件

902件

1,038件

718件

・要支援受付票の収受数は増加傾向にあり，令和2年度は最も多かった。
・支援対象者は，幼児に関する情報提供が多かった。
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②要支援受付票の収受数（把握経路）

単位：件

902件

1,038件

718件

・要支援受付票の把握経路は，医療機関からの情報提供が最も多かった。
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＊サマリー：他機関や他市等のからの継続支援依頼の情報提供書。介入・支援および連携
促進の機会として活用。

③サマリーの収受数（支援対象者）

単位：件

379件

401件

356件

・サマリーの収受数は増加傾向にあり，令和2年度は最も多かった。
・支援対象者は，妊婦に関する情報提供が増加傾向にある。
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④サマリーの収受数（把握経路）

単位：件

・サマリーの把握経路は，医療機関からの情報提供が多かった。

379件

401件

356件
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２ 令和３年度重点的な取り組み

（１）妊娠期からの切れ目ない支援の充実
○産後ケア事業を通じた切れ目ない支援の強化
・母子保健事業との連動や関係機関との連携により，支援が必要な方を早期
に把握し事業へつなげることができ，利用者が増加した。

・産後ケア事業終了後も支援が必要な親子に継続支援する体制づくりを行い，
切れ目ない支援体制の充実につながった。

○産婦健診開始に向けた支援体制の整備
・医師会および市内の産婦人科に事業導入の説明を行い，実施状況や意向等
を確認。

・県内の導入市（7市）にアンケートや聞き取り調査を行い，実態把握を実施。

○周産期メンタルヘルス支援の体制強化および関係機関との連携強化
・柏市周産期メンタルヘルスカンファレンスを開催し，周産期メンタルヘルス
の体制強化の目的や今後の取り組みについて共有を図った。

・柏市周産期メンタルヘルスカンファレンスの参加機関数は増加している。
（令和元年度：医療機関2か所→令和３年度：5か所）

・人材育成（ケース検討会）や啓発（産科医療機関等情報交換会）を目的と
した取り組みは，新型コロナウィルス感染症の拡大のため未実施。
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○支援プランの評価 ＊支援プラン：妊娠や出産子育てに向けた支援プランの作成が必要と

判断した方を対象に作成するもの。

・支援プランの作成件数は増加傾向にあり，令和３年度は前年比約17％増
（296件）であった。

・支援プランの評価に向けて，管理区分等の分析を開始。管理要因として
最も多かったのは「母の心身の不調（EPDS高値含む）」であり，次いで

「支援者不足」，「育児不安」が多い。
・令和３年度よりプラン様式を改定し，従来の妊娠期・子育て期の２種類に
加え，新たに子育て期②の様式を作成。

○母子保健従事者の人材確保，人材育成
・慢性的な人材不足の状況があるため，広報，ホームページ，ハローワーク，
看護協会等への募集を継続している。

・各センターに保健師または助産師の専門職を配置。その他，すこやかプチ
ルームでの相談では，栄養士，歯科衛生士も様々な相談に対応している。

・妊娠子育て相談センター従事者には，支援に必要な情報をタイムリーに
提供し，質向上にむけた研修等を実施。
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（２）健康づくりを意識した地域活動，母子保健活動の推進

○地域での子育て支援活動，健康づくり活動の推進
○柏市民健康づくり推進員との協働による活動の推進
・柏市民健康づくり推進員とともに，新型コロナウィルス感染の拡大に
伴う活動制限の中，感染対策を講じた「赤ちゃん訪問」や「母と子の
つどい」等の活動再開にむけて，内部研修や再開を想定したシミュレ
ーション等を実施。

○ライフステージ別ポピュレーションアプローチの推進
・課内横断の取組である啓発ワーキングにて，柏市母子保健計画と連動
した啓発実施計画を推進（テーマの検討と実施）。

・新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い，対面での事業が休止する中，
ホームページやリーフレット，電子親子手帳を活用しながら最新の母子
保健情報を市民に提供。
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（３）災害時母子支援体制の整備

・母子健康手帳の交付時，「赤ちゃんとママを守る防災ノート」を配布。

・令和３年度は，電子親子手帳にて防災ミニ情報を配信し，こども健康
ルームに防災マップの掲示を実施。

・災害発生後，避難所等における妊産婦及び乳幼児に対し，支援活動の
協力を依頼できるよう千葉県助産師会と協定を締結した。
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（４）新型コロナウィルス感染症対策を講じた母子保健事業，母子

保健活動の推進

○個別対応やWeb利用方式の導入による事業継続への取り組み
･駅前すこやかプチルームでの相談等を予約制（原則）とし，個別相談
や初めての出産を迎える夫婦を対象に個別での沐浴体験等を実施。
･参集型で実施していた「離乳食教室」は，栄養士による「個別離乳食
相談会」に変更し，「ママパパサロン」は，ＺＯＯＭを活用したＷＥＢ
形式で対応。

○デジタルツール等を活用した啓発
･昨年度に引き続き休止となっている事業は，資料送付やホームページ，
電子親子手帳等のツールを活用した啓発を実施。
･離乳食の作り方や子育てに関するの動画を配信(沐浴，おむつ替え等)。
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３ 令和４年度重点的な取り組み

（１）妊娠期からの切れ目ない支援の充実

○周産期メンタルヘルス支援の体制強化

○産後ケア事業を通じた切れ目ない支援の強化

○産婦健診開始に向けた支援体制の整備

○母子保健従事者の人材確保，人材育成

（２）健康づくりを意識した地域活動，母子保健活動の推進

○地域での子育て支援活動，健康づくり活動の推進

（母と子のつどい等地域活動の再開）

○ライフステージ別ポピュレーションアプローチの推進

（柏市母子保健計画中間評価の結果を意識した啓発）

（３）災害時母子支援体制の整備

（４）新型コロナウィルス感染症対策を講じた母子保健事業，母子

保健活動の推進
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